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独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
案
要
綱

第
一

総
則

一

目
的

こ
の
法
律
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
の
名
称
、
目
的
、
業
務
の
範
囲
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。
（
第
一
条
関
係
）

二

名
称

こ
の
法
律
及
び
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
以
下
「
通
則
法
」
と
い
う
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
独
立

行
政
法
人
の
名
称
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
関
係
）

三

機
構
の
目
的

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
高
等
専
門
学
校

（
以
下
「
国
立
高
等
専
門
学
校
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
職
業
に
必
要
な
実
践
的
か
つ
専
門
的
な
知

識
及
び
技
術
を
有
す
る
創
造
的
な
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
高
等
教
育
の
水
準
の
向
上
と
均
衡
あ
る
発
展

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
及
び
別
表
関
係
）
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四

事
務
所

機
構
は
、
主
た
る
事
務
所
を
東
京
都
に
置
く
こ
と
。
（
第
四
条
関
係
）

五

資
本
金
（
第
五
条
関
係
）

１

機
構
の
資
本
金
は
、
第
六
の
四
１
に
よ
り
政
府
か
ら
出
資
が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
た
金
額
と
す
る
ほ
か
、
政
府
は
、

予
算
で
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
又
は
土
地
等
を
出
資
の
目
的
と
し
て
、
機
構
に
追
加
し
て
出
資
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

そ
の
他
資
本
金
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

第
二

役
員
及
び
職
員

一

役
員

機
構
に
、
役
員
と
し
て
、
そ
の
長
で
あ
る
理
事
長
及
び
監
事
二
人
を
置
く
と
と
も
に
、
役
員
と
し
て
、
理
事
六
人
以
内

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
関
係
）

二

理
事
の
職
務
及
び
権
限
等
（
第
七
条
関
係
）

１

理
事
は
、
理
事
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
理
事
長
を
補
佐
し
て
機
構
の
業
務
を
掌
理
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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２

通
則
法
第
十
九
条
第
二
項
の
個
別
法
で
定
め
る
役
員
は
、
理
事
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
理
事
が
置
か
れ
て
い
な
い

と
き
は
監
事
と
す
る
こ
と
。

三

役
員
の
任
期

理
事
長
の
任
期
は
四
年
と
し
、
理
事
及
び
監
事
の
任
期
は
二
年
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
条
関
係
）

四

役
員
の
欠
格
条
項
の
特
例
（
第
九
条
関
係
）

１

通
則
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
公
務
員
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
非
常
勤
の
理
事
又
は
監
事

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

機
構
の
役
員
の
解
任
に
関
す
る
通
則
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
所
要
の
読
替
え
を
行
う

こ
と
。

五

役
員
及
び
職
員
の
秘
密
保
持
義
務

機
構
の
役
員
及
び
職
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
そ
の
職
を
退
い

た
後
も
、
同
様
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
条
関
係
）

六

役
員
及
び
職
員
の
地
位
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機
構
の
役
員
及
び
職
員
は
、
刑
法
そ
の
他
の
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
み
な

す
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
一
条
関
係
）

第
三

業
務
等

一

業
務
の
範
囲
等

１

機
構
は
、
第
一
の
三
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
条
第
一
項
関
係

関
係
）国

立
高
等
専
門
学
校
を
設
置
し
、
こ
れ
を
運
営
す
る
こ
と
。

(1)

学
生
に
対
し
、
修
学
、
進
路
選
択
及
び
心
身
の
健
康
等
に
関
す
る
相
談
、
寄
宿
舎
に
お
け
る
生
活
指
導
そ
の
他
の

(2)
援
助
を
行
う
こ
と
。

機
構
以
外
の
者
か
ら
委
託
を
受
け
、
又
は
こ
れ
と
共
同
し
て
行
う
研
究
の
実
施
そ
の
他
の
機
構
以
外
の
者
と
の
連

(3)
携
に
よ
る
教
育
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
。

公
開
講
座
の
開
設
そ
の
他
の
学
生
以
外
の
者
に
対
す
る
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。

(4)

か
ら

ま
で
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

(5)

(1)

(4)
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２

１
の

の
国
立
高
等
専
門
学
校
の
位
置
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
条

(1)

第
二
項
及
び
別
表
関
係
）

３

国
立
高
等
専
門
学
校
の
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
十
二
条
第
三
項
関
係
）

二

積
立
金
の
処
分

機
構
の
積
立
金
の
処
分
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。
（
第
十
三
条
関
係
）

第
四

雑
則

一

主
務
大
臣
等

機
構
に
係
る
通
則
法
に
お
け
る
主
務
大
臣
、
主
務
省
及
び
主
務
省
令
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
部
科
学
大
臣
、
文
部
科
学
省
及

び
文
部
科
学
省
令
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
四
条
関
係
）

二

国
家
公
務
員
宿
舎
法
の
適
用
除
外

国
家
公
務
員
宿
舎
法
の
規
定
は
、
機
構
の
役
員
及
び
職
員
に
は
適
用
し
な
い
こ
と
。
（
第
十
五
条
関
係
）

三

他
の
法
令
の
準
用
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教
育
基
本
法
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
法
令
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
こ
と
。

（
第
十
六
条
関
係
）

第
五

罰
則

所
要
の
罰
則
規
定
を
設
け
る
こ
と
。
（
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
関
係
）

第
六

附
則

一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

機
構
の
成
立

機
構
は
、
通
則
法
第
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
立
大
学
法
人
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
時
に
成
立
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
関
係
）

三

職
員
の
引
継
ぎ
等

機
構
の
成
立
の
際
現
に
現
国
立
高
等
専
門
学
校
の
職
員
で
あ
る
者
は
、
別
に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
機
構
の
成

立
の
日
に
お
い
て
、
機
構
の
職
員
と
な
る
も
の
と
し
、
職
員
の
引
継
ぎ
等
に
つ
い
て
所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
。
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（
附
則
第
三
条
か
ら
第
七
条
関
係
）

四

権
利
義
務
の
承
継
等

１

機
構
の
成
立
の
際
、
機
構
の
業
務
に
関
し
、
現
に
国
が
有
す
る
権
利
及
び
義
務
の
う
ち
、
一
定
の
も
の
は
、
機
構
が

承
継
す
る
も
の
と
し
、
承
継
さ
れ
る
一
定
の
財
産
の
価
額
の
合
計
額
か
ら
、
承
継
さ
れ
る
一
定
の
負
債
の
価
額
を
差
し

引
い
た
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
政
府
か
ら
機
構
に
対
し
出
資
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
八
条
第
一
項
及

び
第
二
項
関
係
）

２

そ
の
他
権
利
及
び
義
務
の
承
継
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

五

現
在
の
国
立
高
等
専
門
学
校
に
関
す
る
経
過
措
置

現
国
立
高
等
専
門
学
校
は
、
機
構
の
成
立
の
時
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
機
構
が
設
置
す
る
国
立
高
等
専
門
学
校
と
な
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
十
二
条
及
び
附
則
別
表
関
係
）

六

そ
の
他
所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
。


